
目　次 CONTENTS

かすみがうら市
ＫＡＳＵＭＩＧＡＵＲＡ

目　次 CONTENTS

P2-3

P4-5
P6-7
P8-9
P10
P11-13
P13-14

一般会計決算を不認定～意見書を提出

12月定例会提出議案

12月定例会議案質疑

決算審査特別委員会

神立駅周辺地区整備調査特別委調査報告・委員会活動

一般質問

緊急質問・コラム

トピックス

2013KA
S

U

MIGAU
R

A2.20

32

平成25年2月20日発行　発行者／かすみがうら市議会　　編集／議会だより編集特別委員会　ＴＥＬ．0299-59-2111

平成２３年度
一般会計決算を『不認定』

不認定による
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トピックス‐一般会計決算を不認定〜意見書を提出

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
に
意
見
書
を

提
出
し
職
員
の
意
識
改
革
を
求
め
る

今政治に求めているものは、マスコミ受けする政策でもなく、
人気取りのバラマキでもなく、地に足のついた着実な政策であ
る。人と人が絆を大事にし、相互協調し、派手ではないが、確
実な政治が求められている。

本案は、まず、決算認定の要である「予算が適正に執行され
たかどうか」について、大きな問題があり、当該決算の歳計現
金は、実際の歳入額と決算額が相違した報告となった。その要
因は、体育施設の使用料に未収入が生じたことである。

まず、この点からして、議会として、到底承認できるもので
はない。

決算審査でも、各委員から、さまざまな不祥事が指摘されて
いる。このたび重なる不祥事の根底に流れているのは、危機管
理に対する政治姿勢が問われているのではないだろうか。

議会の議決や決議、さらには、提言や助言を、ないがしろに
する市長の政治姿勢に大きな問題があると言わざるを得ない。

平成23年度の決算審査を契機として猛省し、市長・副市長・
教育長が先頭に立ち、原点に立ち返り、このような事件の再発
防止のため、危機管理に対する認識を改めることを警鐘する。

そのためにも、指導者の意思改革と、一日も早い危機管理体
制が整えられることを切に念願し、反対討論とする。

【反対討論抜粋】

当決算については決算審査特別委員会において慎重審議が必要とのこと
から、継続審査となりました（P8参照）。本会議においては、議員２名から
の反対討論があり、特別委の審査報告を踏まえ賛成少数で『不認定』と決
しました。
なお、定例会最終日（12月19日）に、『平

成23年度一般会計決算に対する意見書』（P3
参照）が提出され、本会議において全会一致で
可決されました。

平成23年度一般会計決算『不認定』

▲わかぐり運動公園体育館

※決算認定については、豆辞典（最終ページ）を参照下さい
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平成23年度一般会計決算に対する意見書（概要）
かすみがうら市の平成23年度一般会計の決算に対し、下記の事項について強く要望する。

記

1 　当該決算では多額の不用額が発生。予算が市民に還元されたとは言い難いことから、予算
編成のあり方や予算の執行のあり方について、再検証すること。

2 　商工振興対策事業費補助金は、当初予算で修正案が可決された。それらが軽視されたこと
は、議会として大変遺憾であり、今後は、議会の議決を尊重すること。

3 　五輪堂橋改修事業に伴い、石岡市の負担分を当市で負担したことは、市民に血税の負担増
を強いるものであり、財源確保の点からも、今後は、周辺市との連携を再構築すること。

4 　本市の災害対策は、どちらかと言うと後手後手の感がある。今後策定される防災計画に基
づき、積極的な施策展開を行うこと。

5 　職員の給与事業は、職員の勤労意欲及び職場での士気の高揚を図り、公務の能率的運営に
資するという目的を踏まえ、この趣旨に沿った施策を展開すること。

6 　農業体質強化基盤整備事業に係る公印の無断使用については、制度や手続きの確立は当然
ながら、執行機関内の人間関係・コミュニケーションの強化を進めるためにも、組織の体制
や執行のあり方を再検証すること。

7 　宍倉出張所解体費事業は、繰越明許し事業を進めるとの理由から、議会の可決を経た経緯
がある。しかし、事業は進展せず、それどころか司法に解決を委ねようとの方針である。ま
ずは、執行部のあるべき姿勢として、解決しようとする心構えで望むこと。

8 　営農指導体制整備事業補助金の返還については、農協と市の間で、補助の対象・非対象の
考え方にかい離があったことが大きな要因だった。このように機関決定後、返還を求めるよ
うな措置が再発すれば、行政の信頼を低下させる懸念がある。今後は、事業の実施前に相互
理解された統一見解を持つように改善すること。

9 　区長からの要望が累積してきているのを踏まえ、特に、道路維持管理において、地域要望
の実態や実施状況を即時に把握するためにも、要望のデジタル化を推進すること。

10　政策事業である板橋のアンテナショップ出店効果は、同事業が平成24年度に予算化されな
かったことからしても、費用対効果が薄かったものと考える。今後は、これらを反省点とし、
特に、政策事業については、事業着手前に事業効果の予測を行うこと。

11　当該決算の歳計現金は、実際の歳入額と決算額が相違した報告となった。その要因は、体
育施設の使用料が公金着服問題により未収入が生じたことである。審査の中で、委員から「組
織の体質改善」「法の遵守の徹底」「信頼回復」が求められているが、これらの審査を経ても、
いまだ具体的対策が示されていない。これらを踏まえ、行政が一丸となって、再発防止策を
取りまとめること。

12　「体育施設の使用料の公金着服問題」は、これまでの教訓が生かされず発生した事案である。
市長・副市長・教育長が先頭に立ち、このような事件が再び起こることのない管理システム
の構築や職員の再教育をはじめ、庁内の危機管理に対する機能の再点検も急ぐべき課題とい
える。本件は、市政の信頼の根幹を著しく損ねた事件であることを肝に銘じ、これを大きな
契機として、再度、危機管理の全般を強化すること。

以上、議会からの意見について、真摯に受け止め、速やかな対応を行い、その結果について
議会へ報告するよう求める。
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る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
会
の
議
員
が
特
別
職
に
選
任
さ

れ
た
と
き
に
、
そ
の
兼
ね
る
特
別

職
と
し
て
受
け
る
べ
き
報
酬
を
支

給
し
な
い
職
が
新
た
に
生
じ
た
こ

と
に
伴
い
、
あ
わ
せ
て
議
会
の
議

員
の
重
複
給
与
禁
止
に
係
る
条
文

の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
こ
の
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
80
号

か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
か
ら
市
民
税
及
び
固

定
資
産
税
の
納
期
前
納
付
に
お
け

る
報
奨
金
を
廃
止
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
81
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

主
な
内
容
は
、
財
政
調
整
基
金
積

立
金
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
、
障
害
者
自
立
支
援

事
業
に
係
る
扶
助
費
及
び
返
還

金
、
法
定
予
防
接
種
事
業
に
係
る

委
託
料
等
を
計
上
し
た
も
の
で

す
。

▼
▼  

議
案
第
82
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

▼
▼  

議
案
第
68
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
69
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
70
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
71
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
72
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▼
▼  
議
案
第
79
号

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

12月定例会提出議案

KAS
UMIGAU

RA
平成24年 第４回定例会
平成24年第４回定例会が、12月５日から12月19日までの15日間

の会期で開催されました。今定例会でも、『本会議中心主義』により

審議を行いました（一部の案件は委員会付託）。また、12月６日、７

日の２日間において一般質問（後頁P11～13）を行いました。

▼
▼  

報
告
第
７
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

下
稲
吉
小
学
校
管
理
・
教
室
棟
増

築
工
事
（
建
築
工
事
）
に
つ
い
て
、

工
事
内
容
の
一
部
変
更
に
伴
う
設

計
変
更
に
よ
り
、
請
負
金
額
変
更

の
契
約
を
締
結
し
、
専
決
処
分
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

承
認
第
７
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
か
す
み

が
う
ら
市
選
挙
区
に
お
け
る
茨
城

県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
執
行
に

要
す
る
経
費
が
早
急
に
必
要
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
係
る

経
費
を
補
正
予
算
で
計
上
す
る
専

決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
66
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て（
内
容
は
Ｐ
２
を
参
照
願
い
ま
す
。）

▼
▼  

議
案
第
67
号

平
成
23
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

承　
認

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

認　
定

可　
決

可　
決

可　
決

不
認
定

議
案
等
の
審
議
結
果
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３
号
）

▼
▼  
議
案
第
83
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
▼  

議
案
第
84
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

▼
▼  

議
案
第
85
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
86
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

▼
▼  

議
案
第
87
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
▼  

議
案
第
88
号

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

戸
崎
行
政
区
の
旧
消
防
団
詰
所
及

び
車
庫
に
つ
い
て
、
地
元
行
政
区

の
意
向
を
踏
ま
え
、
当
該
財
産
を

無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
で
地
元
行

政
区
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
６
号
の
規
定
に
よ
り

提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
89
号

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ

と
に
つ
い
て

旧
宍
倉
出
張
所
建
物
解
体
及
び
盛

土
撤
去
工
事
に
係
る
請
負
契
約
の

解
約
に
よ
る
損
害
賠
償
額
を
定
め
、

及
び
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
12

号
及
び
第
13
号
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
90
号

か
す
み
が
う
ら
市
水
族
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
91
号

か
す
み
が
う
ら
市
生
産
物
直
売
所
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
92
号

か
す
み
が
う
ら
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

生
産
物
直
売
所
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
93
号

千
代
田
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

▼
▼  

議
案
第
94
号

平
成
24
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

消
防
団
詰
所
整
備
に
係
る
工
事
請

負
費
と
し
て
、
２
棟
分
の
１
８
０

６
万
円
の
繰
越
明
許
費
を
既
定
の

予
算
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
▼  

議
案
第
95
号

か
す
み
が
う
ら
市
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　
　

久
保
田　

喜
久
男
（
稲
吉
東
）

▼
▼  

議
員
発
議
第
２
号

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

可　
決

同　
意

可　
決

▼
▼  

請
願
第
３
号

平
成
25
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
補
助
金
交
付
に
関
す
る
請
願
書

▼
▼  

請
願
第
４
号

水
道
料
金
の
基
本
水
量
の
見
直
し
を

求
め
る
請
願
書

請
願
・
陳
情
の
審
議
結
果不

採
択

▼
▼  

議
員
発
議
第
３
号

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ

い
て

▼
▼  

議
員
発
議
第
４
号

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
に
対
す

る
意
見
書

（
内
容
は
Ｐ
３
を
参
照
願
い
ま
す
。）

５
番  

古
橋
智
樹
君
の
議
員
辞
職
の
件

平
成
24
年
12
月
７
日
付
け
で
議
員
を

辞
職
し
た
い
と
の
本
人
の
申
し
出
に

よ
り
、議
会
で
議
決
し
た
も
の
で
す
。

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

可　
決

可　
決

許　
可

決　
定

決　
定

趣
旨
採
択
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12月定例会議案質疑

12月定例会における主な議案質疑
議案第80号
かすみがうら市税条例の一部を改正する条例の制定について

議案第81号
平成24年度かすみがうら市一般会計補正予算（第７号）

平成25年度から市民税及び固定資産税の全期前納報奨金を廃止するとのことだ
が、この影響は。

県内の状況はどうなのか。

市民税と固定資産税の報奨金については、毎年約２千万円を交付しており、この
金額が削減できると考えております。

平成24年度では、44市町村のうち24自治体で既に廃止になっております。

法定予防接種事業における、予防接種委託の内容について伺う。

不法投棄対策事業における、不適正処理産業廃棄物撤去事業負担金の内容につい
て伺う。

農業振興事業における、青年就農給付金経営開始型補助金の内容について伺う。

畜産振興事業における、霞ヶ浦流域畜産環境負荷
削減特別対策事業補助金の内容について伺う。

平成24年度からポリオの不活化ワクチン、四種混合ワクチンの予防接種が開始さ
れることから、委託費1379万 3 千円を計上させていただきました。

平成17年 4 月に市内で不正軽油製造の取り締まりを受けた現場があり、製造時に
排出される硫酸ピッチが撤去されず残っております。今回、県が行政代執行をす
ることに伴い発生いたしました地元市町村負担金、撤去費用の 4 分の 1 として16
万 4 千円を計上させていただきました。

青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るた
め、平成24年度から国の政策として開始された
100％補助の給付事業です。 6 名の方に 6 カ月分
との内容で450万円を計上させていただきました。

家畜排せつ物の効率的な処理やリサイクルのため
の関係施設を整備するための補助金です。県から
の補助が50％で、今回は堆肥運搬車等の購入との
申請内容に対し1446万 8 千円を計上させていただ
きました。
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議案第89号
損害賠償の額を定め和解することについて

議案第93号
千代田庁舎耐震補強工事請負契約の締結について

旧宍倉出張所建物解体及び盛土撤去工事に係る請負契約の解約による損害賠償額
の内訳は。

指名選考委員会では、入札方法の考え方はどうだったのか。

現時点で、再入札の予定はありません。

今後、再入札の予定はあるのか。

消費税抜きの契約額が1230万円です。約28％の賠償
額の割合となっております。

指名選考委員会では特定ＪＶとの答申をいたしましたので、そう思います。

※ＪＶとは…大型工事において、複数の企業が協力して工事を請け負う形態のこと。

工事請負業者との契約金額に対して、損額賠償額の
割合は。

単独発注としたのは、市長の考えによるものか。

現場代理人人件費が160万9400円、主任技術者人件費が142万２千円、工程会議等
及び内訳書作成事務費が20万１千円、下請負業者への違約金が23万１千円、その
他損害金として７万580円、以上、合計いたしまして353万3980円となっておりま
す。

条件付一般競争入札ということで、一定の点数をつけました。委員会では、特定
ＪＶということで決定をいたしております。

▲旧宍倉出張所

▲被災した議場▲千代田庁舎
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決算審査特別委員会

○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成23年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

一般会計決算総額　　【歳　　　入】　１７２億９３３５万１０８６円
　　　　　　　　　　【歳　　　出】　１６３億４４０９万１０９８円

決算審査は、市民に代わって行政効果を評価する、きわめて重要な意味
があり、今後の行財政運営の改善に役立つよう、特別委員会を設置のうえ、
閉会中の継続審査とし、慎重審査を実施いたしました。
なお、今回の平成23年度会計決算審査においても、執行部より「事務
事業シート」の提出を求め、事業評価型の決算審査をおこないました。

一般会計決算審査特別委員会
（９月20日、21日、24日、25日、10月１日、５日、12日、17日、31日、11月14日、22日開催）

平成23年度に出た多額の不用額を次年度に繰り越すが、市民の受益から考えると問題では
ないのか。

商工会補助金は、当初予算を議会で増額修正した。修正額から減額して交付した理由を伺う。

狭隘道路整備等促進事業とあるが、消防自動車や救急車が入れない、通学するのに非常に危
険であるといった箇所が見受けられる。市民の安全・安心を確保するためにも、きちんとし
た計画を立てて改善していくことが大事であると思うが、今後の考えは。

職員による公金着服の問題については、平成23年度体育施設使用料合計が前年度と比較し
て226万7915円のマイナスとなっている。数字的に異常であることは明らかであり、この
時点で何らかの行動を起こさなかったことは、問題ではないのか。

東京都板橋区に出店したアンテナショップは、現地を見た印象はよくなかった。あれでは、
かすみがうら市のＰＲにはならないと思う。予算の支出を伴うからには、市民にきちんと説
明ができるだけのことをすべきではないか。

予算の執行にあたっては、事務事業の徹底した見直しを行い、節減、合理化に努め、予算の
目的が達成されたものについての残額は、不用額とするよう指示しております。努力した結
果とのご理解をいただきたいと思います。

平成23年４月末に商工会職員が１名退職したため、250万円の減額が可能と判断しました。
その後、商工会と市で協議を重ね、決定いたしました。

この調査は、建築基準法に定める道路として都市整備課で実施しました。実際に、その狭い
道路を計画的に広げるというのは道路整備課が担当しております。当然予算も必要となりま
すので、関係部署と連絡をとりながら、できるところから実施していきたいとの考えです。

東日本大震災以降３カ月ほど体育施設の利用を止めたことから、減収もやむを得ないとの考
えでした。今となれば全くご指摘のとおりで、当時はそこまで考えが至らず、申しわけあり
ませんでした。

チラシの配布によるＰＲは、それなりの効果があったと思います。しかし、直売の部門は当
初考えていたよりも販売が伸びず、反省点がありました。
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○審査内容

○委員会付託案件の審査
・平成23年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成23年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成23年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成23年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成23年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成23年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計決算総額　　　【歳　　　入】　１００億０２２０万５７３７円
　　　　　　　　　　　【歳　　　出】　　９６億８２８５万６６４９円
水道事業会計決算総額　【収益的収入】　　　９億９４９６万７９２１円
　　　　　　　　　　　【収益的支出】　　　９億９６８０万２５８１円
　　　　　　　　　　　【資本的収入】　　　　　１９３０万００００円
　　　　　　　　　　　【資本的支出】　　　５億０３４０万６５３２円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会（９月21日、11月14日開催）

国民健康保険の中で、疾病予防事業として人間ドック等の受診に補助金を交付しているが、
平成23年度の実績は。

平成23年度下水道事業の、東日本大震災の影響による支出について伺う。

特定環境保全公共下水道維持事業の中で、長寿命化計画策定業務委託に1500万円支出して
いるが、この成果をふまえた今後の取り組みは。

下水道処理施設から出る汚泥については、放射能汚染の関係により市で仮置きしているが、
東電からの補償については、平成23年度はなかったのか。

介護保険については、平成23年度は100人程度の介護認定者が前年度から増えているとの
ことだが、今後の対策について伺う。

平成23年度水道事業会計は赤字決算ですが、東日本大震災の影響による支出について伺う。

年間受診者数が595人で、1284万８千円を支出しております。

施設の復旧に約4600万円支出しました。また、福島第一原発からの放射能汚染に係る処分費
用として約126万円支出しております。

調査結果をまとめ、将来的な維持、修繕等の計画を立案していきたいとの考えです。

平成23年度11月分までについては、平成24年度に補償を受けました。補償の内容としては、
放射能汚染前後の処分方法による金額の差額が支給されるものです。

高齢者人口そのものが非常に増えておりますので、介護給付を抑えるというよりも介護予防
を重点的に実施することが一番の施策との考えです。現在、新しい予防策の計画はないので
すが、他市町村の事業で参考になるものがあれば、今後取り入れていきたいと考えております。

水道基本料金について、千代田地区が８日分、霞ヶ浦地区が２日分を減免しております。金
額で約600万円です。また、放射線濃度の水質検査として約200万円支出いたしました。
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文
教
厚
生
委
員
会

調 

査 

内 

容

調 

査 

内 

容

●
平
成
25
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金
交
付
に
関
す
る
請
願
書

[

お
知
ら
せ]

12
月
７
日
に
、
藤
井
裕
一
議
員
が
文
教
厚
生

委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

●
農
林
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
項

　
・
農
協
営
農
指
導
体
制
整
備
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

　
・
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

●
環
境
衛
生
及
び
公
害
に
関
す
る
事
項

　
・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
事
業
に
つ
い
て

●
道
路
整
備
に
つ
い
て

　
・
道
路
の
境
界
確
認
に
つ
い
て

（
11
月
22
日
開
催
）

※
総
務
委
員
会
と
の
連
合
審
査

（
12
月
10
日
開
催
）

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

（
１
月
16
日
開
催
）

産
業
建
設
委
員
会

付 

託 

案 

件

神立駅周辺地区整備調査特別委調査報告・委員会活動

神立駅周辺地区整備調査特別委員会　調査報告
【調査結果報告書概要】（委員長：加固　豊治）
１　神立駅西口地区土地区画整理事業について
　・平成23年１月25日付で茨城県知事の許可を得て「土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務

組合」を設置し、神立駅西口地区の約2.2ヘクタールの土地区画整理を実施するための準備
が進められてきた。

　・事業認可については、平成24年11月19日付で茨城県知事より認可された。
　・今後は、平成32年３月31日までの事業施行期間で土地区画整理事業が進められる。

２　関連事業について
　①神立駅橋上駅舎・東西自由通路整備
　②東口歩行者専用道路及び東口暫定広場整備
　③都市計画道路神立停車場線整備
　　以上が予定されている。

３　その他
土地区画整理事業及び関連事業は、国土交通省所管の社会資本整備総合交付金を活用して事
業を推進する。
なお、当該交付金の交付限度額は、対象事業費のおおむね50％とのことである。

※神立駅周辺地区整備調査特別委員会による調査については、以上の報告を受け本会議にて終了することに決
定いたしました。

▲神立駅
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霞
ヶ
浦
の
う
な
ぎ
や
ア
メ
リ
カ
な
ま
ず
な
ど
が
、
食
品
安
全
基
準
を
上

回
っ
て
い
る
た
め
出
荷
停
止
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
霞
ヶ
浦
に
流
入
す
る

河
川
の
底
泥
の
放
射
能
汚
染
は
深
刻
で
、
市
民
団
体
の
調
査
で
は
高
い
値
が

出
て
い
る
。
霞
ヶ
浦
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
、
当
市
と
し
て
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
環
境
省
と
茨
城
県
が
流
入
河
川
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
対
応
方
法
を
明
確
に
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
、何
ら
か
の
対
策
を
と
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、霞
ヶ

浦
に
流
入
河
川
を
持
つ
市
町
村
で
構
成
さ
れ
た
「
霞
ヶ
浦
問
題
協
議
会
」
を

通
じ
、
国
や
県
に
要
望
を
出
し
て
、
市
と
し
て
何
を
や
っ
て
い
け
ば
良
い
の

か
を
、
な
る
べ
く
早
く
詰
め
て
い
き
た
い
。

　
　
市
長
の
「
58
歳
以
上
の
管
理
職
は
置
か
な
い
」
と
の
方
針
は
、
退
職
勧

奨
で
は
な
い
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
高
年
齢
の
課
長
級
以
上
の
管
理
職
を
外
し
、
若
手
職
員
を

登
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
組
織
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。
高
年
齢
層
の

職
員
の
早
期
退
職
を
促
し
な
が
ら
職
員
の
新
規
採
用
の
枠
を
確
保
し
、
全
体

的
に
職
員
数
と
経
費
の
削
減
を
進
め
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
活
力
あ
る
組
織

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
本
年
度
は
、
部
長
級
の
職
員
を
対
象
と
し
て
行
い
、

平
成
25
年
度
は
、
そ
の
対
象
を
課
長
級
の
職
員
ま
で
拡
大
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

中根　光男

佐藤　文雄

議員

議員

エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
小
学
校
へ
の
今
後
の
対
策
は

当
市
の
霞
ヶ
浦
放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て
伺
う

学
校
統
廃
合
を
進
め
て
お
り
、
冷
風
機
等
の
配
置
で
対
応

国
県
に
要
望
を
出
し
、
市
の
方
針
を
固
め
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

小
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
に
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
設
置
に
つ
い
て

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
つ
い
て

高
齢
者
へ
の
見
守
り
支
援
に
つ
い
て

市
内
施
設
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
点
検
実
施
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５６

　
　
近
年
は
夏
の
暑
さ
が
厳
し
く
、
小
学
校
の
授
業
で
は
、
児
童
の
集
中
力

低
下
が
学
力
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
る
。
一
日
も
早
い
対
策
を

と
の
要
望
も
多
々
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
と

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
教
育
部
長　
現
在
未
整
備
の
小
学
校
は
、
新
治
小
、
七
会
小
、
上
佐
谷

小
の
３
校
で
す
。
教
育
環
境
の
公
平
性
や
児
童
の
健
康
管
理
を
第
一
に
考
え

る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
現
在
、
小
中
学
校
適
正
規
模
化
に
よ
る
統
廃
合
を

進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
冷
風
機
等
の
配
置
に
よ
り
対
応
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者
に
よ
る
孤
立
死

な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
い
ち
早
く
異
変
を
察
知
し
、
速
や
か
に
手
を
差
し

伸
べ
る
体
制
が
重
要
で
あ
る
。
ガ
ス
会
社
や
郵
便
事
業
者
と
協
定
を
結
び
、

異
変
の
察
知
に
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
う
が
、
今
後
の
改
善

策
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

宮
嶋
市
長　

高
齢
者
の
見
守
り
と
し
て
、
民
生
委
員
、
各
種
団
体
、
地

域
の
方
々
に
、
現
在
は
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
多
様
な
主
体
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
高
齢
者
の

方
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
見
守
り
の
仕
組
み
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

▲霞ヶ浦

▲新治小学校

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
と
市
民
及
び
地
域
を
守
る
総
合
対
策
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

総
合
的
な
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

（
保
育
所
民
営
化
問
題
と
父
母
負
担
軽
減
）

小
中
学
校
の
統
廃
合
と
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
を
命
と
健
康
を
守
る
制
度
に

水
道
事
業
に
つ
い
て
（
主
に
水
道
料
金
問
題
に
つ
い
て
）

市
職
員
の
退
職
勧
奨
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３４５６７

一  般  質  問
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育
児
に
よ
る
離
職
は
、
働
く
女
性
特
有
の
問
題
で
す
。
女
性
の
社
会
参

画
を
進
め
る
た
め
に
は
、子
育
て
支
援
の
拡
大
強
化
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
に
も
結
び
つ
く
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
石
川
副
市
長　
子
育
て
支
援
は
、
助
成
金
等
に
よ
り
補
助
す
る
形
と
、

働
き
た
い
女
性
の
た
め
に
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
の
二
通
り
あ
り
ま
す
。

育
児
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ゼ
ロ
歳
児
保
育
で
待
機
者
が
多
い
こ
と
か
ら
す

る
と
、
働
く
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
は
国
レ
ベ
ル
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
環
境
整
備
に
努
力
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
市
の
補
助
金
を
前
提
と
す
る
運
営
の
考

え
方
か
ら
転
換
し
な
い
限
り
、
世
代
感
覚
差
を
感
じ
て
い
る
若
い
納
税
者
か

ら
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
思
う
。
利
益
を
求
め
な
い
公
益
法
人
と
し
て
の

自
立
的
運
営
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
の
考
え
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
市
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と

し
て
年
次
的
な
減
額
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
生
き
が
い
対
策
と
し
て
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
は
十
分
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
組
織
と
し
て
の
自
立
の
必
要
性
と
の
観

点
か
ら
、
体
制
の
効
率
化
や
新
た
な
事
業
の
発
掘

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ ＱＡ Ａ

山内　庄兵衛

田谷　文子

議員

議員

宍
倉
小
と
新
治
小
は
将
来
を
考
え
存
続
を

女
性
の
社
会
参
画
推
進
に
子
育
て
支
援
の
拡
大
強
化
を

適
正
規
模
に
す
る
た
め
、
統
合
す
べ
き
と
の
判
断

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

　
　
宍
倉
小
学
校
区
は
、
神
立
駅
の
整
備
が
さ
れ
る
と
人
口
が
増
加
す
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
県
内
で
も
有
数
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
学
校
林
の
あ
る
新
治
小

は
、
千
代
田
石
岡
イ
ン
タ
ー
の
近
く
に
立
地
し
て
お
り
人
口
が
増
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
統
廃
合
に
よ
り
廃
校
に
し
た
ら
、
再
び
学
校
を
建
て
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
菅
澤
教
育
長　
今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
計
も
踏
ま
え
た
中
で
、
新

し
い
統
合
校
が
各
学
年
２
学
級
以
上
の
適
正
規
模
に
す
る
た
め
に
は
、
学
区

審
議
会
の
方
針
に
基
づ
い
て
宍
倉
小
、
新
治
小
と
も
統
合
す
べ
き
と
の
判
断

で
あ
り
ま
す
。
統
合
後
は
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
最
近
イ
ノ
シ
シ
が
山
本
、
上
佐
谷
、
雪
入
、
そ
し
て
五
反
田
の
一
部
、

上
志
筑
と
相
当
出
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
作
物
は
つ
く
れ
ず
、
道
路
で
の
交
通

事
故
も
起
き
て
い
る
。
対
策
と
し
て
、
山
の
す
そ
野
に
柵
を
作
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
、
特
性
、
要

望
等
を
踏
ま
え
、
県
の
補
助
事
業
を
利
用
す
る
な
ど
今
後
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
先
進
市
の
有
害
鳥
獣
防
止
対
策
、
捕
獲
対
策
の
動
向
に
も
注

視
し
、
従
来
行
っ
て
き
た
対
策
の
ほ
か
、
さ
ら
な

る
対
策
も
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 ＱＱ ＡＡ

▲市立さくら保育所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
補
助
金
に
つ
い
て

女
性
の
社
会
参
画
に
つ
い
て

放
射
線
対
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

質　
問　
事　
項

１

１

２

２３４
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川村　成二 議員

不
祥
事
か
ら
の
信
頼
回
復
に
は

　
　
　
　
再
発
防
止
行
動
計
画
の
策
定
が
必
要

先
進
事
例
等
を
参
考
に
し
て
整
備
し
て
い
ま
い
り
ま
す

ＱＡ
　
　
公
務
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
行
政
み
ず
か
ら
が
不
祥
事
の
実
態
と

再
発
防
止
策
の
「
見
え
る
化
」
を
率
先
し
て
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
市
の
信

頼
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、調
査
・
再
発
防
止
委
員
会
を
発
足
し
、

再
発
防
止
行
動
計
画
を
策
定
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
市
民
に
公
表
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
宮
嶋
市
長　
不
祥
事
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
責
任
と
し
て
で
は
な
く
、

組
織
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
市
民
に
発
信
で
き
る
よ
う
な
行
動
計
画

に
つ
い
て
は
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
　
観
光
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
と
し
て
初
め
て
取
り
組
ん
だ
自
転
車
耐
久

レ
ー
ス
、「
か
す
み
が
う
ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
」
は
、
当
市
単
独
開
催
の
大
会

と
し
て
県
外
各
地
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
し
た
価
値
あ
る
事
業
で
す
。
広

く
か
す
み
が
う
ら
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
だ
け
で
な
く
、
当
市
の
価
値
向
上
に
も
つ

な
が
る
大
変
有
効
な
事
業
で
あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
環
境
経
済
部
長　
多
く
の
参
加
者
か
ら
、
次
回
も
参
加
し
た
い
と
の
声

を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
開
催
し
、

全
国
の
自
転
車
愛
好
家
や
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
に
本
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産

品
販
売
等
に
よ
り
、
観
光
振
興
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
あ
じ
さ
い
館
の
電
気
料
を
誤
送
金
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、そ
の
原
因
は
。

　
　
会
計
管
理
者　
支
出
伝
票
に
、
送
金
先
と
は
別
の
会
社
名
と
口
座
番
号

等
が
記
入
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
伝
票
処
理
時
の
確
認
漏
れ
が
原
因
で
す
。

　
　
不
祥
事
の
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
中
、
こ
の
よ
う
な
失
態
に
つ
い
て

は
最
低
と
思
う
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
宮
嶋
市
長　
ご
指
摘
の
通
り
最
低
で
あ
り
ま
す
。
再
度
の
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
再
発
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

  

不
祥
事
が
連
続
し
て
い
る
。
今
後
は
議
会
で
指
摘
さ
れ
な
い
よ
う
、

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

ＡＡ意
見

職
員
不
祥
事
再
発
防
止
策
と
信
頼
回
復
に
向
け
た
行
動
計
画
に

つ
い
て

観
光
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
「
か
す
み
が
う
ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
」

に
つ
い
て

職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
策
と
し
て
の
「
Ｖ
Ｅ
技
法
」
の
導
入
経
過

に
つ
い
て

質　
問　
事　
項

１２３

一般質問・緊急質問・コラム

平成24年度第１回議員研修会

平成24年度第2回議員研修会

平成24年11月13日（火）
茨城県市議会議長会主催

会　　場：鹿島セントラルホテル
参　　加：岡﨑議員、山本議員
講　　演：穂坂 邦夫 氏（地方自立政策研究所理事長）
　　　　「地方議会改革への挑戦～地方から国を変える～」

平成25年２月５日（火）
茨城県市議会議長会主催

会　　場：三の丸ホテル
参　　加：川村議員、佐藤議員、加固議員
講　　演：田崎　史郎 氏（自治通信社解説委員）
　　　　　「揺れ動く内外情勢とこれからの政局について」

▲かすみがうらエンデューロ

栗
山　
千
勝
議
員

緊 質急 問



市
に
お
け
る
不
祥
事
問
題
や
、
今
定
例
会
で

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
が
不
認
定
に
な
り

意
見
書
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

古
橋
議
員
辞
職
に
よ
り
、
議
員
総
数
は
15
人

と
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
人
口
５
万
人
未
満
の
市
町
村
議
員
は
平

均
19
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
少
数
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い

事
実
で
す
が
、
議
員
と
職
員
が
一
定
の
緊
張
感
と
連
帯
意
識
を

も
っ
て
、
民
意
を
政
策
と
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
自
治
体
の

運
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長　
川
村　
成
二

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

●
11
月
●

　

９
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
議
会
臨
時
会

　

12
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

13
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
１
回
議
員
研
修
会

　

14
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

22
日　

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会
・
総
務
委
員
会
連
合
審
査
会

　

29
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

●
12
月
●

　

５
日
～
19
日

　
　
　
　

第
４
回
定
例
会

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

10
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

13
日　

災
害
に
強
い
水
道
の
構
築
と
経
営
改
善
の
た
め

の
調
査
特
別
委
員
会

　

17
日　

神
立
駅
周
辺
地
区
整
備
調
査
特
別
委
員
会

　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

●
１
月
●

　

16
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

24
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
（
月
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

豆辞典 決算認定決算認定 とはとは？？
議
会
が
、
一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予

算
の
執
行
の
実
績
で
あ
る
決
算
に
つ
い

て
、そ
の
内
容
を
審
査
し
た
上
で
、収
入
・

支
出
が
適
法
か
つ
正
当
に
行
わ
れ
た
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
い
う
。

長
は
、
監
査
委
員
の
審
査
意
見
を
付
け

て
、
次
年
度
の
当
初
予
算
を
審
議
す
る
会

議
ま
で
に
、
決
算
を
議
会
の
認
定
に
付
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

決
算
審
査
の
結
果
、
法
令
等
の
違
反
な

ど
重
大
な
問
題
が
発
見
さ
れ
た
よ
う
な
場

合
に
は
、
議
会
と
し
て
こ
れ
を
不
認
定
と

す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
。
仮
に
認
定
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
長
の
政
治
的
、
道
義

的
責
任
が
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

す
で
に
行
わ
れ
た
予
算
執
行
の
効
力
に
は

何
ら
影
響
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（
地
方
議
会
運
営
辞
典
よ
り
抜
粋
）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

　

30
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
２
月
●

　

４
日　

茨
城
県
南
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
第
２
回
議
員
研
修
会

　

６
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

（11月6日〜2月6日まで）

［お知らせ］
　議会だより編集特別委の正副委員長が変
わりました。（12月10日付）
　委 員 長：川　村　成　二
　副委員長：山　本　文　雄

［議員辞職のお知らせ］
古橋智樹議員の辞職が平成24年12月 7 日付
で許可されました。


